
令和６年４月１日現在

40 分団

0 分団

0 隊

0 部

0 班

1,020 人

869 人

764 人

105 人

781 人

0 人

88 人

0 人

19 人

7 人

12 人

24 人

19 人

2 人

824 人

37 台

0 台

6 台

7 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等に関する調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和６年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

団
員
数

条例定数 ・市内小学校において、体験学習（初期消火、煙中体験、放水体験等）を通し
て、防火・防災意識を培い、消防に対する理解と将来における「生き抜く力」を
養うことを目的としたファイア・パークを実施している。

・市内中学校で実施している「14歳の挑戦」で消防署に就業体験に来ている中
学２年生が、防火防災意識の向上と消防団の認知度向上を目的として、地元
の消防団器具置場や消防団車両を見学し、消防団員から消防団の役割や日
ごろの消防団活動の内容等を聞く等の取り組みを実施している。

・市内一部の高等学校において、消防団員が指導者として参加して救命講習を
実施している。

・自主防災組織、地域消防隊等が行う各種訓練に対し、専門的な知識と技能を
もって指導にあたる消防団員を養成することを目的とした訓練指導リーダー研
修を実施している。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

消防団名 高岡市消防団 メールアドレス shobo@city.takaoka.lg.jp

組
織

分団数 ホームページURL https://www.city.takaoka.toyama.jp/gyosei/kurashi_tetsuzuki/anzen_anshin/6/5/index.html

うち機能別分団数
SNSアカウント

https://www.instagram.com/takaoka_shobodan/

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

0766-22-1994

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 富山県
所在地

〒933-0057

市町村名 高岡市 富山県高岡市広小路5-10

消防団事務所管 高岡市消防本部 電話番号（直通） 0766-22-2266 FAX


